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実施団体紹介

令和4年度 協働のまちづくり推進事業 報告会 ＜発達障がい児の子育てを支える情報発信事業＞

市民活動団体 キラリっ子ファミリーカフェ

２０１７年設立 スタッフ７名

グループLINE登録者 昨年度７９→94名

事業での役割： 保護者ニーズの把握と情報発信

イベント・講座等の企画・運営

協働相手 立川市子ども家庭部 子ども家庭支援センター

事業での役割：小中学校等の関連機関との橋渡し

広報、講座会場の提供、アンケートの実施等



事業概要

令和4年度 協働のまちづくり推進事業 報告会 ＜発達障がい児の子育てを支える情報発信事業＞

発達障がい児保護者の孤立を防ぎ、

必要な情報によって子育てを支えるため、

①おしゃべり会②講座・勉強会③親同士や親子の交流イベント

④現場や保護者に配布する通信やSNSによる情報発信

を行う。



2022年度活動報告
①おしゃべり会…
●対面開催 子ども家庭支援センターと共催（たんぽぽおしゃべり会）１２回

（毎月第三火曜日 (３月のみ第二火曜日開催）

１０時～１２時 立川市子ども未来センターにて)

※協働事業ではなく子ども家庭支援センター主催だが、協力団体として参加

●キラリっ子単独での対面開催 ※協働のまちづくり推進事業

６月１１日（土）１０～１２時 砂川学習館

９月 ６日（火）１０～１２時 西砂学習館

※単独開催では、土曜日開催や未来センターから遠い地域の出前を実施しています

③親同士や親子の交流イベント…

●保護者リフレッシュイベント

５月２４日（火）いけばな～フラワーアレンジでリフレッシュタイム

●親子交流イベント

７月３１日（日）粘土でマカロンクマさん作り



②講座・勉強会
7/23 （土） 明星大学 森下由規子先生の講座

「子どもたちの学びと学校生活を支えるために」
…コロナ感染拡大のため対面→オンライン開催 ４７名申し込み

9/4（日） 常磐大学 秋山邦久先生オンライン事例検討会
… ２１名参加

10/22（土） キラリっ子ファミリーカフェ代表による
「就学前に知っておきたいこと」講座 …12名参加

2/7（火） 青谷典子先生「気づく！叶う！進む！すごろくノート術」講座
…８名参加

3/4（土） 藤原里美先生「行事参加を嫌がる子どもたちのために」
オンライン講座 …４８名参加



●キラリっ子ファミリーカフェ通信の配布 …計１１回

市内小・中学校・幼稚園保育園の教職員、キラリプラス利用家庭、情緒障害児特別支援学級、

子育てひろば、児童館へ

→現場からの要望を受けて

一部の知的障害児特別支援学級
社会福祉協議会学童保育所
健康推進課
にも配布

●SNSでの発信…4年度からInstagramも開始
グループLINE登録者９４名、 ブログ２０２フォロワー、Facebook・Instagramで発信

④現場や保護者に配布する通信やSNSによる情報発信



キラリっ子ファミリーカフェに中々参加出来なくても、
繋がりを持ってくださり SNS で救いの手を差し伸べて

いただいたり、知っている情報を公開してくださったり
等、代表をはじめスタッフの皆さまに感謝しています。

いつもありがとうございます。我が市にもこんな温かい
場所を作りたいです。色々学ばせてください

“通信”の内容がとてもよく、興味深く毎回読ませて
もらっています。また講座やイベントも色々と本当に
ありがとうございます！

※アンケートより

いつも温かい雰囲気のおしゃべり会はとても心地よ
く、時間があっという間でもっと皆さんと一緒にいた
いなーといつも思います。



都合がつけやすい、移動時間がいらない、子ども
が幼いので家にいたまま参加できてありがたい

相談内容によってはオンラインの方が個人情報
がもれる心配がなく安心して相談できる。

対面だと参加できない夫も当日声をかけたら
途中からですが、一緒に話を聞いてくれたの
で良かったです。

対面の方が先生と直接コミュニケーションが取れる、

同じ悩みを持つ親同士、「この人同じ悩みだ、話し
てみよう！」と繋がる場もあるとありがたい。

※オンライン講座についてのアンケート



会計報告

令和4年度 協働のまちづくり推進事業 報告会 ＜発達障がい児の子育てを支える情報発信事業＞

※詳細についてはお手元の資料をご覧ください。

交付希望額 460,888円

補助金額 460,888円

申請額（実績報告） 375,022円

精算（返金額） 85,866円



今後の事業展開について
①講座の開催について

・行政との共催で恒例となっている

「就学前に知っておきたいこと講座」「発達に不安がある子の保護者向
け講座」については、子ども家庭支援センター・柴崎学習館共催で、継
続していただくことになった。

・オンライン開催してきた「秋山邦久先生の事例検討会」「藤原里美先
生の発達支援講座」については、

東京ボランティアセンターの「ゆめ応援ファンド」助成金を受け、

「発達でこぼこっ子サポーター養成」の一環として実施することになっ
た。(令和5年度より3年間)



②賛助会員制度の導入
●賛助会費の利用目的…

・支援活動を継続するために必要なサービスの使用料金

（zoom、申し込みフォームサイト、クラウドサービス、

スタッフボランティア保険、スタッフ交通費等）

・活動案内チラシ、リーフレットの作成

・キラリっ子ファミリーカフェ主催の講座やイベントの開催費用

参加者から希望があったテーマや講師での講座開催 等

・そのほか、活動に必要な消耗品等の購入

・予算によっては、啓発活動の資金としても使用

※3月から募集開始…現在2企業・17個人が参加 ７１,０００円



③キラリっ子ファミリーカフェ通信
の発行

令和5年６月より、

立川市障害福祉課が

「障がいのある人もない人も

暮らしやすい立川を考える会」

に委託している啓発事業の一つとして

発行できることになった。

配布先…今までと変わらず



自己評価および課題

令和4年度 協働のまちづくり推進事業 報告会 ＜発達障がい児の子育てを支える情報発信事業＞

3年間本事業を利用させていただき、行政との協働だったからこそ得られた大きな成果がたくさんあっ

たことを実感している。

・行政を通じて講座の実施や通信の配布を行ったことで、多様な現場で利用者を増やすことができた。

・行政ではまだ困難が多いSNSでの発信やオンライン講座の開催の実施により、多様なニーズの利用者に

情報を届けることができた。

・おしゃべり会やSNS等で相談を受けた際、直接行政には相談しづらい、どこに話したら良いのかわからな

い、という声もある中で、当団体から必要な行政支援に速やかにつなぐことができた。

この3年間の成果は、行政にはどのように評価されているのかを知りたい。協働事業であるからこそのメ

リットを評価してくださっているなら、今後も協働関係を保って支援活動を行っていくことは可能だろうか。

事業終了後に協働関係をどう活かしていくか、これは「協働のまちづくり推進事業」の課題でもあるのでは

ないだろうか。



令和４年度 協働のまちづくり推進事業 報告会 ＜発達障がい児の子育てを支える情報発信事業＞

※詳細についてはお手元の資料をご覧ください。

質疑応答（５分間）

3年間
本当に

ありがとうございました！


